
 

大分県信用組合ＳＤＧｓ宣言 

 

大分県信用組合は、地域の皆さまの豊かで活力のある暮らしをと

もに考え、さらに幅広い活動を通じて地域社会の発展に貢献するこ

とを目指しています。 

 国連が提唱する持続可能な開発目標（SDGs）の趣旨は、当組合の理

念と相通ずるものであり、地域社会の発展ならびに持続可能な社会

の実現に努めてまいります。 

 

SDGs（Sustainable Development Goals：持続可能な開発目標） 

 
2015年 9月の国連サミットで加盟国の全会一致で採択された「持続可能な 

開発のための 2030アジェンダ」に記載された、2030年までに持続可能で 

よりよい世界を目指す国際目標です。17の目標・169のターゲットから 

構成され、地球上の「誰一人取り残さない（leave no one behind）」こと 

を誓っています。 



大分県信用組合の諸活動と SDGs の取組み 

～金融を通じて地域社会の発展に貢献する～ 

 

 

１．地域経済の活性化への取組み                        

 

 ・大分県及び県内全ての市町村や各種団体との包括連携協定の締結 

・地方創生への積極的な取組み 

・けんしん同友会組織の組成・運営 

・移住・定住・交流支援 

・創業支援、経営革新支援、知的財産経営支援 

・事業性評価に基づく中小企業への融資推進 

 

    

 

 

２．地域環境保全への取組み                          

 

 ・けんしんグリーンファイナンス宣言の策定（ESG 投融資の推進） 

 ・クールビズの実施 

 ・ペーパーレス化の推進 

 ・省エネルギーに係る施策の推進 

（サステナブル，ＺＥＢ，省エネ住宅ローンの提供） 

   

     

 

 

 

 

 

 

 

 



３．地域貢献活動の取組み                           

 

 ・各自治体と共同開発した健康定期、子育て応援定期・積金の取扱い 

 ・けんしん美術展等の開催によるメセナ活動 

 ・けんしん大学の創設・運営 

 ・しんくみの日週間に実施する献血・清掃活動の実施 

 ・メディアとコラボした情報番組の制作 

 ・シニアライフ県信基金の創設・運営 

 

      

 

 

４．健康・人材育成への取組み                                

 

 ・大分県が提唱する「健康寿命日本一」への貢献 

・「健康宣言」に基づいた健康経営の実践 

・「健康経営優良法人（大規模法人部門(ホワイト 500)）」認定に向けた取組み 

 ・働き方改革の推進 

 ・女性活躍行動指針の策定 

 ・各種就業支援制度の整備（育児休業等） 

 

 

      


